
 

3. 活動内容に関するアンケート結果 
 

アンケート実施期間：2026年 3月 23日（月）－4月 17日（金） 

回答社数：35社／79社中（44.3％） 

 

【第一工業部会 部会活動について】 

1. 2025年度の部会活動についてのご感想を自由にご記入ください。 

◆色々なイベントが有用でした。 

◆講演会で頭を使い、視察で足を使い、ゴルフで体を張り、最後は懇親会で胃袋をフル稼働させた一年だったと

思います。幹事さんお疲れさんでした！ 

◆昨年来予定が合わず出席していません。 

◆様々なイベントを企画いただき、ありがとうございます。セミナーなど参加させていただき、有益な情報とし

ていただいております。 

◆第一、第三工業部会主催、BLOCK71見学会に 2名参加。以後も同様のスタートアップや産学共同研究の地元

大学側のニーズの紹介の機会等があれば参加したい。 

◆夕食懇親会参加させて頂き、いろんな企業の方と交流できました。 

◆2025年度の部会活動には参加出来ておりません。 

◆普段、本邦の方々と接する機会の少ない仕事ですので、お会いできない方々と交流できて喜んでおりました。 

◆ONLINEの講演会には数度参加、特に変化するシンガポールの位置づけは興味深く拝聴。部会や懇親会は一度

のみの参加しかできず。 

◆弊社にとっては、シンガポールにおいて、他の業界の方々との交流出来る唯一の機会となっているため、大変

重宝しております。 

◆2026年 4月に着任いたしました 

◆夕食懇親会は情報交換が出来、良い会と思います。 

◆前任者参加のため、申し訳ございませんが回答できません。 

◆大変充実されていたと思います。 

◆シンガポールの文化を知る機会「風水ツアー」には是非参加したかったのですが、残念ながらできませんでし

た。シンガポールならではのツアーを企画頂ければ、是非参加したいと思います。 

◆昨年 10月に JCCI寄付金先の介護施設 2ヶ所に訪問させて頂き、とても良い勉強の機会となりました。シン

ガポールの今後 5ヶ年間の研究開発計画（RIE2030）でも、優先 2分野のうち一つが医療・介護を含む高齢者ケ

アの技術開発となっているほか、このままでは 2040年代に人口減少に転じる予測など、高齢化対策はシンガポ

ールにとっても、この先の国の生き残りをかけた重点課題となっています。第一工業部会にはご同業、競業会社

殿もたくさんおられますが、日本の会社がシンガポールの高齢化・介護・医療等の課題にどの様に貢献できる

か、また意見交換、視察などの機会がありましたら是非参加させて頂きたく思います。 

 

 

 

 

 



 

2. 部会内でどのような企画を希望しますか。また、どのようなイベントに参加したいですか。（複数回答可） 

 

 

 

3. 他部会との共催イベントを： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 懇親会やイベント等を共催してみたい部会がありましたら選択ください。（複数回答可）： 

 

 

 

 

 

 



5. 講演会で聴講をご希望のテーマがございましたら、ご記入ください。 

ASEANの知的財産の保護について 

アジア各国の昨今の湾岸情勢を踏まえたエネルギー政策転換について 

JS-SEZの展望 

人事・労務関連のセミナー 

東南アジアやシンガポールの文化について 

東南アジアの国ごとの今後の展望等について 

シンガポールの経済、また強い結びつきのある中国、インドを含めた経済動向について 

シンガポールや周辺地域での日本企業の存在価値・意義 

シンガポールスタートアップの経営者に、企画段階からビジネスへ移行していく際、何が要因で成功したの

かを講演して頂けると幸いです。 

 

6. 見学をご希望される施設がありましたらご記入ください。 

航空機補修施設、日系の電子部品工場、自動車工場、バイク工場 

日本関係史跡（特に産業史跡があれば） 

トゥアス港ターミナル 

Tuas新ターミナル 

国会議事堂 

Chinatown Heritage Centre などシンガポールの歴史を学べる施設 

国全体の交通量を管理している”管制塔” 

 

7. 全会員/部会員向けの見学会で、見学をお受け入れいただける貴社施設がもしございましたら、ご記入を

お願いします。 

ベトナム工場 

 

8. 現在、貴社が抱えている課題・問題がありましたら、ご記入ください。 

① 人材・労働関連問題 

若手シンガポール人は採用できない 

労働人口ピラミッドの歪み（高齢化＋中間層不足）外国人労働力へ 

人材不足、高齢化 

特にシンガポール人、PRの人材確保 

将来の管理者人材の確保 

日本人駐在員の VISA取得 

② 新規ビジネス開拓とマンパワー活用 

他社のシンガポールにおける地域統括機能の考え方と今後の方針 

今時点や今後において、他国勢への優位確保や日本企業としてのアピール 

新規ビジネス創出 

③ 法務制度関連 

知的財産保護（特に中国からの流入） 

④ 施設・インフラ関連 

入居している建物が、継続して使用可能かどうか。継続使用ができない。 



【JCCI活動全般について】 

9. 弊所では、年に一度海外視察団を派遣しております。弊所会員の方であれば、どなたでもご参加いただ

けます。もし視察先として、ご興味がある国がございましたら、ご記入下さい。また、その国を選ばれた理

由ももしございましたら、一緒に記載下さい。  

インド 

インド 理由：再エネ関連の国内製造業（風車、太陽光パネル、水電解装置など）の育成状況、政府補助な

どで Beyond中国になりうるか興味がある。 

 

10.日本・シンガポール外交関係樹立 60周年（SJ60）を記念して、貴社にて実施していること、予定され

ているイベント等がありますか？

 

 

11. SJ60 を記念して、JCCI 含む SJ60 実行委員会 （事務局：シンガポール日本大使館）で実施して欲し

いイベント、取り組み等ございましたら、ご自由にご記入下さい。 

 

シンガポール建国当時からの日本企業の各産業への貢献年表を整理できれば幸いです。 

日本食、シンガポール食、を集めたキャンティーンのような場所の設置（半年間継続、というような）。 

 


